
一
特
集
「
祭
祀
（
ト
ー
ト
ー
メ
ー
）
継
承
と
女
性
」

沖
縄
女
性
史
研
究
会
で
は
、
一
九
九
二
年
九
月
の
沖
縄
に
お
け
る
「
第
五

回
全
国
女
性
史
研
究
交
流
の
集
い
」
に
向
け
て
会
誌
八
号
に
、
「
沖
縄
の
共

同
体
と
深
く
根
ざ
し
た
問
題
」
（
あ
と
が
き
）
と
し
て
「
ト
ー
ト
ー
メ
ー
」

問
題
を
特
集
し
て
い
る
。

八
号
の
構
成
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

１
な
ぜ
ト
ー
ト
ー
メ
ー
問
題
か

①
沖
縄
史
に
お
け
る
外
来
宗
教
の
影
響
（
新
里
群
子
）
⑨
位
牌
の
起

源
と
歴
史
（
兼
村
芙
美
子
）
③
廃
藩
置
県
と
ユ
カ
ッ
チ
ュ
の
都
落
ち

（
平
良
ヤ
ス
子
）
④
土
地
整
理
と
家
産
の
形
成
（
平
安
山
香
代
子
）

⑤
沖
縄
の
「
家
」
と
女
性
（
仲
地
智
）
⑥
離
島
へ
の
タ
ブ
ー
の
波
及

（
佐
藤
百
合
子
）
⑦
ユ
タ
の
歴
史
的
変
遷
（
新
里
群
子
）
⑧
ユ
タ
、

巫
女
（
イ
タ
己
そ
の
歴
史
的
変
容
（
目
次
頁
で
は
ヨ
タ
の
変
容
と

ア
ン
ケ
ー
ト
の
ま
と
め
」
）
（
兼
村
芙
美
子
）
⑨
高
校
生
と
ト
ー
ト
ー

メ
ー
・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
よ
り
（
伊
志
嶺
雅
子
）

『
沖
縄
女
性
史
研
究
』

学
界
展
望

（
沖
縄
女
性
史
研
究
会
）

２
「
伊
江
親
方
日
日
記
」
に
見
る
女
性
（
小
野
ま
さ
子
・
中
野
澄
子
）

３
米
軍
制
下
に
お
け
る
メ
イ
ド
の
た
た
か
い
（
神
山
幸
子
）

４
土
地
は
い
の
ち
の
泉
で
あ
る
（
瀬
長
フ
ミ
）

資
料
年
表
（
新
聞
に
み
る
女
性
関
係
記
事
）

こ
の
う
ち
、
本
号
の
特
集
テ
ー
マ
で
あ
る
「
な
ぜ
ト
ー
ト
ー
メ
ー
問
題
か
」

の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
の
内
容
を
紹
介
し
て
お
く
。

「
ト
ー
ト
ー
メ
ー
」
と
は
「
位
牌
」
の
こ
と
を
指
す
。
し
か
し
、
一
般
に

は
位
牌
に
象
徴
さ
れ
る
各
家
の
先
祖
（
あ
る
い
は
門
中
の
元
祖
）
を
祀
る
義

務
と
権
利
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
継
承
す
る
義
務
（
権
利
）
な
ど
を
言
う
。
こ

の
継
承
と
遺
産
の
相
続
と
は
一
体
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
為
に
は
四
つ
の
禁

が
あ
る
と
さ
れ
る
。

即
ち
、
他
系
混
入
の
禁
、
女
子
の
位
牌
継
承
の
禁
、
兄
弟
間
重
複
祭
祀
の

禁
、
長
男
以
外
を
嫡
子
と
す
る
禁
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
例
は
沖
縄
の
外
の
者
や
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
「
門
中
」
と

い
う
父
系
親
族
集
団
に
お
け
る
、
相
続
や
位
牌
祭
祀
継
承
の
在
り
方
の
ひ
と

つ
の
事
例
で
し
か
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

塩
野
雅
代
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し
か
し
、
こ
の
「
ト
ー
ト
ー
メ
ー
」
の
施
行
に
は
〃
家
の
女
″
と
し
て
の

主
婦
に
大
き
な
責
任
が
期
待
さ
れ
る
反
面
、
後
継
者
が
男
子
に
限
ら
れ
、
女

子
は
い
っ
さ
い
排
除
さ
れ
る
と
い
う
制
約
は
、
沖
縄
の
人
々
の
家
族
生
活
や

遺
産
の
相
続
に
大
き
な
影
を
落
し
て
い
る
。

一
九
八
○
年
一
月
に
『
琉
球
新
報
』
が
「
う
ち
な
－
女
男
」
（
沖
縄
の
女

・
男
）
の
問
題
と
し
て
、
こ
れ
を
取
り
上
げ
た
時
の
反
響
の
大
き
さ
’
一

月
四
日
の
問
題
提
起
か
ら
、
読
者
の
電
話
・
投
書
を
混
じ
え
「
ト
ー
ト
ー
メ

ー
」
の
連
載
は
四
○
回
に
及
び
、
沖
縄
婦
人
団
体
協
も
取
り
組
ん
だ
ｌ
や
、

そ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う
に
出
さ
れ
た
沖
縄
弁
護
士
会
の
「
見
解
」
（
「
ト
ー
ト

ー
メ
ー
と
男
系
相
続
問
題
に
関
す
る
見
解
」
一
九
八
○
・
二
・
一
四
）
は
、

現
在
な
お
こ
れ
が
、
い
ろ
い
ろ
な
人
権
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
こ
と
を

如
実
に
知
ら
せ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
先
祖
祭
祀
の
継
承
や
そ
の
基
盤
と
な
る
強
固
な
門

中
は
（
他
の
島
喚
を
含
む
）
沖
縄
全
体
に
広
く
、
見
ら
れ
る
組
織
で
は
な
く
、

又
、
先
祖
祭
祀
の
在
り
方
は
沖
縄
に
古
く
ｌ
例
え
ば
古
代
か
ら
と
か
’

か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
に
関
し
て
地
元
沖
縄
の
女
性

達
が
、
身
の
回
わ
り
に
起
っ
て
い
る
出
来
事
の
中
か
ら
「
ト
ー
ト
ー
メ
ー
」
問

題
を
自
分
達
に
と
っ
て
の
「
負
の
遺
産
」
と
し
て
受
け
と
め
、
そ
の
成
立
に
つ

い
て
の
歴
史
的
背
景
、
現
状
を
探
ろ
う
と
す
る
の
が
こ
の
特
集
な
の
で
あ
る
。

①
か
ら
い
は
そ
の
成
立
の
歴
史
的
背
景
を
探
ろ
う
と
す
る
。

①
の
「
外
来
宗
教
の
影
響
」
で
は
、
琉
球
王
朝
代
々
の
宗
教
政
策
を
取
り

上
げ
、
儒
教
が
現
代
に
い
た
る
人
為
の
祖
先
崇
拝
の
観
念
を
作
り
あ
げ
る
こ

と
に
寄
与
し
て
き
た
こ
と
。
⑨
に
お
い
て
、
家
意
識
の
定
着
の
起
源
と
し
て

は
、
琉
球
政
府
が
行
っ
た
一
七
世
紀
後
半
の
「
系
図
座
」
の
創
設
に
伴
う
系

図
の
書
き
上
げ
政
策
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
当
初
は
士
族
層
へ
の
策

で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
農
村
部
へ
の
浸
透
す
る
直
接
的
な
契
期
は
一
八
世
紀
後

半
の
「
位
牌
検
め
」
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
指
摘
す
る
。

③
で
は
明
治
維
新
後
、
禄
の
道
を
断
た
れ
た
下
級
の
士
族
重
カ
ッ
チ
ュ
）

が
田
舎
に
下
り
、
身
に
付
け
て
い
た
易
の
知
識
で
「
売
卜
」
を
行
い
、
あ
る

い
は
「
片
手
に
鍬
を
握
り
、
片
手
に
．
：
．
：
中
国
製
の
知
識
や
思
想
を
か
ざ
し

て
」
「
村
で
の
指
導
者
的
立
場
に
立
ち
」
儒
教
的
な
祖
先
崇
拝
の
観
念
、
中
国

的
な
相
続
の
在
り
方
な
ど
を
広
め
る
た
め
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た

こ
と
が
記
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
本
誌
が
初
め
て
「
ト
ー
ト
ー
メ
ー
」
観
念
の

浸
透
を
具
体
的
な
歴
史
的
要
因
と
し
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ

ヲ
（
》
Ｏ

ト
ー
ト
ー
メ
ー
継
承
に
つ
い
て
、
も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
問
題
点
と
し
て
、

こ
れ
に
強
く
関
与
し
て
い
る
ユ
タ
（
巫
女
）
の
存
在
が
あ
る
。
㈹
か
ら
⑨
は

こ
の
ユ
タ
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。

ユ
タ
に
よ
る
と
、
例
え
ば
、
家
に
不
幸
が
あ
る
と
、
そ
れ
は
「
ト
ー
ト
ー

メ
ー
」
の
祀
り
方
が
悪
い
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
、
女
の
子
し
か
生
ま
れ
て
い

な
い
家
で
自
分
の
位
牌
を
娘
に
祀
ら
せ
よ
う
と
す
れ
ば
タ
タ
リ
が
あ
る
と
告

げ
ら
れ
る
。
今
な
お
家
庭
内
ト
ラ
ブ
ル
の
、
強
力
な
助
言
者
と
し
て
、
沖
縄

の
社
会
で
は
ユ
タ
の
言
葉
は
絶
対
的
な
力
を
発
揮
す
る
。
そ
れ
ら
を
頼
る
の

は
家
族
の
中
で
不
安
定
な
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
女
達
で
あ
る
。

先
の
『
琉
球
新
報
』
の
特
集
に
於
い
て
も
こ
の
問
題
を
訴
え
る
読
者
が
多

く
、
こ
れ
が
「
ト
ー
ト
ー
メ
ー
」
問
題
に
お
け
る
主
要
な
位
置
を
占
め
て
い
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る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑧
は
ユ
タ
と
「
ト
ー
ト
ー
メ
ー
」
と
の
現
状
を
高
校
生
六
九
二
名
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
知
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
立
脚
点
は
「
ト

ー
ト
ー
メ
ー
は
女
で
も
継
げ
る
」
と
い
う
こ
と
、
ユ
タ
へ
の
人
左
の
依
存
に

は
反
対
す
る
、
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

結
果
と
し
て
は
「
女
で
も
継
げ
る
」
と
答
え
た
の
は
半
数
の
五
○
・
一
％

で
あ
り
、
ユ
タ
の
言
う
こ
と
は
当
る
と
六
三
％
は
信
じ
て
お
り
、
都
市
部
以

外
で
は
今
な
お
一
六
％
の
高
校
生
が
ユ
タ
を
尋
ね
て
（
１
）
い
る
。
ま
さ
に

「
沖
縄
の
宗
教
が
全
体
と
し
て
は
衰
退
し
、
崩
壊
す
る
傾
向
に
あ
る
中
で
、

そ
れ
と
は
対
照
的
に
ユ
タ
だ
け
は
根
強
く
存
続
し
て
」
（
リ
ー
プ
ラ
．
Ｗ
『
沖

縄
の
宗
教
と
社
会
』
一
九
七
四
年
）
い
る
こ
と
が
知
ら
さ
れ
る
結
果
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
や
は
り
、
沖
縄
女
性
史
研
究
会
に
と
っ
て

も
、
読
者
で
あ
る
我
々
に
と
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
現
状
を
認
識
す
る
こ
と

か
ら
し
か
、
解
決
へ
の
近
道
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

八
号
以
外
の
号
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
発
行
年
と
「
特
集
」

は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

創
刊
号
一
九
七
五
年
二
月

二
号
「
沖
縄
戦
を
生
き
ぬ
い
て
」
一
九
七
八
年
六
月

三
号
「
私
た
ち
が
ゑ
た
イ
ザ
イ
ホ
ウ
」
一
九
八
○
年
八
月

四
号
「
復
帰
一
○
年
ｌ
私
た
ち
は
い
ま
Ｉ
」
一
九
八
二
年
五
月

五
号
ヨ
タ
・
女
性
・
戦
争
」
一
九
八
三
年
八
月

二
『
沖
縄
女
性
史
研
究
』

六
号
「
沖
縄
戦
ｌ
そ
れ
か
ら
四
○
年
ｌ
」
一
九
八
五
年
一
二
月

七
号
一
九
八
八
年
一
二
月

八
号
「
祭
祀
（
ト
ー
ト
ー
メ
ー
）
継
承
と
女
性
」
一
九
九
二
年
八
月

一
号
を
ヌ
ヂ
チ
（
入
墨
）
」
特
集
、
七
号
を
「
沖
縄
戦
・
体
験
記
」
と
仮

に
名
付
け
る
と
、
こ
れ
ら
の
会
誌
が
何
を
取
り
上
げ
て
来
た
か
が
判
か
る
。

沖
縄
の
女
性
の
民
俗
に
関
わ
る
も
の
と
現
代
史
即
ち
、
沖
縄
県
が
体
験
し

た
第
二
次
大
戦
と
そ
れ
に
続
く
米
国
に
よ
る
占
領
下
の
時
代
に
関
わ
る
も
の

で
あ
る
。
特
に
沖
縄
戦
の
体
験
記
は
二
号
、
五
号
、
六
号
、
七
号
に
何
ら
か

の
型
で
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
の
国
内
で
唯
一
の
地
上
戦
を
経
験
し
戦
死

者
十
数
万
を
数
え
た
こ
の
重
た
い
歴
史
に
つ
い
て
、
女
達
は
い
く
ら
語
っ
て

も
語
り
つ
く
せ
な
い
故
で
あ
ろ
う
。

二
号
「
逃
が
れ
逃
が
れ
て
」
七
号
「
酷
・
戦
争
で
全
て
を
失
う
」
は
昭
和

二
○
年
三
月
の
米
軍
上
陸
の
地
上
戦
で
、
幼
児
や
生
後
間
も
な
い
赤
ん
坊
（
後

者
は
逃
避
行
中
出
産
し
た
）
を
含
む
家
族
全
て
を
殺
さ
れ
て
い
る
。

二
号
は
さ
ら
に
、
夫
が
現
地
徴
用
に
な
り
、
遺
骨
や
遺
品
何
ひ
と
つ
渡
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
戦
死
通
告
を
さ
れ
、
戦
後
三
三
年
経
て
「
ウ
ワ
ィ
ズ
ー
コ

ー
」
（
三
十
三
回
忌
の
弔
い
上
げ
）
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
た
。

し
か
し
現
在
で
も
ま
だ
未
収
容
の
遺
骨
が
山
谷
に
放
置
さ
れ
て
い
る
よ
う
な

状
況
で
は
、
日
本
国
政
府
は
沖
縄
の
人
々
に
戦
争
責
任
を
取
っ
た
と
は
い
え

な
い
。
だ
か
ら
そ
れ
が
果
た
さ
れ
る
ま
で
「
生
き
て
い
る
限
り
ウ
ワ
ィ
ズ
ー

コ
ー
は
終
わ
ら
な
い
」
の
だ
、
と
題
さ
れ
た
手
記
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
『
沖
縄
女
性
史
研
究
』
を
体
験
記
集
と
捉
え
た
ら
、
現
在
の

女
性
史
研
究
の
レ
・
ヘ
ル
を
き
ち
ん
と
評
価
し
て
い
な
い
こ
と
に
繋
が
る
。
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沖
縄
女
性
史
研
究
会
は
「
女
性
史
の
側
か
ら
女
性
の
歩
ん
で
き
た
歴
史
、

私
た
ち
の
先
輩
の
歩
ん
で
き
た
歴
史
を
学
習
し
た
い
」
と
考
え
た
人
達
が
集

ま
っ
て
一
九
七
四
年
一
月
に
発
足
、
一
号
は
ガ
リ
版
刷
り
で
出
さ
れ
た
。
そ

の
際
、
北
海
道
女
性
史
研
究
会
を
参
考
と
し
た
と
い
う
。

民
間
の
女
性
達
が
集
ま
っ
て
、
自
ら
の
身
の
回
り
を
見
つ
め
、
問
題
を
発

見
し
学
習
し
、
記
録
し
て
い
く
、
い
わ
ゆ
る
「
女
性
史
」
研
究
会
が
、
そ
の

成
果
を
雑
誌
と
い
う
型
で
何
年
頃
か
ら
出
し
始
め
た
の
か
と
い
う
、
そ
の
確

か
な
資
料
は
手
元
に
な
い
。
北
海
道
女
性
史
研
究
会
（
旭
川
市
）
の
会
誌
一

号
は
一
九
七
二
年
七
月
に
発
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
北
海
道
女
性
史
研

究
』
は
ｌ
ち
な
み
に
こ
の
会
が
同
地
方
史
研
究
協
議
会
の
指
導
の
元
に
発

足
し
て
い
る
。
そ
れ
故
か
ｌ
『
地
方
史
研
究
』
の
女
性
版
と
い
う
色
彩
を

帯
び
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
『
沖
縄
女
性
史
研
究
』
は
各
巻
で
「
座
談
会
」
等
を
通
じ
て

歴
史
学
者
に
学
び
な
が
ら
も
、
女
性
史
研
究
会
独
自
の
着
想
に
よ
る
記
事
や

考
察
を
載
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
体
験
の
手
記
を
連
載
す
る
一
方
、

沖
縄
戦
後
史
の
資
料
と
し
て
（
「
天
の
半
分
」
な
ら
ぬ
）
沖
縄
の
歴
史
の
真

半
分
を
引
き
受
け
て
き
た
女
達
の
〃
歴
史
の
証
言
″
と
し
て
の
興
味
深
い
記

述
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
が
二
号
「
沖
縄
の
戸
籍
」
（
神
山
幸
子
）
で
あ
る
。

地
上
戦
で
す
べ
て
を
灰
に
し
た
沖
縄
県
民
は
そ
の
戸
籍
（
台
帳
）
で
さ
え

も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
神
山
氏
は
一
九
六
二
年
か
ら
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
（
琉
球

列
島
米
琉
球
国
民
政
府
）
に
、
そ
の
後
琉
球
政
府
の
法
務
局
に
勤
め
た
経
験

か
ら
、
戦
後
、
米
国
支
配
下
に
在
り
な
が
ら
沖
縄
県
民
の
戸
籍
が
ま
っ
た
く

新
し
く
作
ら
れ
る
経
過
を
記
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
昭
和
二
一
年
九
月
沖
縄
民
政
府
の
も
と
で
臨
時
戸
籍
事

務
取
扱
要
網
が
出
さ
れ
、
各
自
の
申
請
に
よ
っ
て
初
め
て
戸
籍
が
作
成
さ
れ

る
と
い
う
方
式
が
と
ら
れ
た
。
そ
の
為
、
生
き
て
い
る
人
の
永
の
記
載
で
あ

っ
た
り
し
て
不
備
な
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
こ
れ
は
住
民
台
帳
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
。
ま
た
一
九
五
二
年
の
「
対
日
平
和
条
約
」
以
降
の
米
軍
統
治

下
に
お
い
て
、
戸
籍
法
成
立
の
た
め
に
は
「
沖
縄
県
」
と
い
う
語
さ
え
微
妙

に
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
な
ど
を
我
々
は
知
る
こ
と
が
で
き

る
。

神
山
氏
は
他
に
も
「
国
際
婦
人
の
十
年
」
（
七
号
）
な
ど
で
沖
縄
↑
日
本

↑
世
界
（
普
遍
的
な
女
性
）
へ
の
視
野
を
も
含
象
込
ん
だ
デ
ー
タ
の
報
告
を

し
て
い
る
。

神
山
氏
等
が
沖
縄
戦
と
米
国
占
領
下
に
生
き
た
（
あ
る
い
は
記
録
し
た
）

世
代
で
あ
る
と
す
る
と
、
こ
の
研
究
会
に
今
、
若
い
世
代
が
育
っ
て
い
る
。

八
号
「
伊
江
親
方
日
日
記
に
見
る
女
性
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
琉
球
王
国
の
最

高
行
政
担
当
官
で
あ
っ
た
伊
江
親
方
朝
雄
の
日
日
記
（
一
七
八
四
’
一
八
一

五
）
の
中
の
家
政
関
係
の
記
事
（
八
女
性
へ
の
呼
称
Ｖ
八
門
中
祭
祀
の
中
で

の
女
性
Ｖ
八
子
ど
も
の
誕
生
・
産
育
・
死
Ｖ
な
ど
）
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

前
章
で
既
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
こ
の
号
は
「
ト
ー
ト
ー
メ
ー
」
特
集
で
あ

る
。
「
ト
ー
ト
ー
メ
ー
」
問
題
で
は
、
手
探
り
で
そ
の
歴
史
へ
の
接
近
で
あ

っ
た
か
に
見
え
る
沖
縄
女
性
史
研
究
会
の
仲
間
が
、
そ
の
同
じ
号
の
中
で
、

歴
史
史
料
を
軽
や
か
に
駆
使
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
文
に
、
会
の
未
来
へ

の
息
吹
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
気
が
す
る
。

（
都
立
小
石
川
工
業
高
等
学
校
民
俗
学
・
女
性
史
）
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